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「こころのホームふれない」及び
「生活支援ハウスきずな」の
これからについて（2019年1月16日説明資料）

富川グロリアホーム 谷井広樹

富川グロリアホームの基本的立場

•介護保険事業者として「社会連帯」「自立支援」の推進

（介護保険法の根幹）⇒適切な運営の基礎

•平取町振内地区の発展を地域住民とともに

（対等な立場）⇒「平取振内地区」のために事業に協力し合う

•公的使命を担う生活支援事業を、民間事業者として、公的機関と共に

（地域包括ケアの1員として）⇒常時、継続的な協議と指導

（単なる「お願い」ではなく）

＊当初より、一貫して、1民間事業者としての
経営拡大、利益増大を目的とはしていない。

「こころのホーム」及び「きずな」の展開
• 2013年4月 認知症対応型共同生活介護事業所の開設（18人定員)

• 2013年 振内地区にて介護予防事業開始

（介護予防教室、認知症カフェ カフェ和花等）

• 201４年4月 地域交流ハウス「こかげ」開設

• 2015年 共用型通所介護事業所「平康（ピンガ）」開始

• 2017年4月 生活支援ハウス「きずな」完工及び指定管理業務開始

• 2017年4月 定期巡回随時対応型共同生活介護サテライト事業所開設

• 2017年4月 札幌市立大学と地域活性化プログラム開始

• 2017年10月 介護予防事業（通所C）開始

• 2018年4月 貫別地区介護予防事業開始

富川グロリアホームの決算 gloria-home.jpより

決算年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

介護保険
収入

159,965,515 198,887,075 148,314,428 141,059,209 137,855,162
134,832,130

純利益 -252,827 -3,152,550 8,849,006 7,946,893 6,734,994 2,118,950

参考：2012年（6年前）との比較
2012年度 2017年度

介護保険収入 161,987,515 134,832,130
流動資産 68,013,132 45,256,285
長期借入金 21,844,000 11,875,000
資産合計 101,909,520(建物13,852,105) 125,352,270(建物36,850,601）
流動資産を減らし、長期借入金を返済（2018年10月 こころ分借入金¥35,000,000 完済）
2013年からの純利益（5期分総計）¥22,497,293

5年間の純利益総計（約
2250万）≦こころ開設に
伴う借入金（3500万）及
び設備投資(約1800万）
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2018年10月からの展開と解決すべき問題

退職者休職者2名発生に伴い、グループホーム運営を2ユニットから1
ユニットへ変更 と 振内地区責任者交代

2019年12月 退職者3名、復職者1名（但し、常勤から非常勤待遇）発
生し、こころーきずな一体運営の見直し（食事提供形態等）

2019年2月より、新規協力者の加入と、「きずな」指定管理のあり方に
ついて協議開始

「きずな」の今後についての提案

１．地域の財産として、1企業の占有物のようなイメージを払拭する運
営形態の構築

２．地域住民が関わりやすい運営形態の検討

３．グロリアホームの理念でもある「公正」「平等」「共有」の考えに基づ
き、地域の方々に支えられる体制を目指す

４．1事業所では指定管理の責を負えないと、自他共に判断された時
の受け皿の検討

こころのホームのこれからの運用

• こころのホームで必要としているのは 「人材」
社会人として、専門職として「人の命を預かるにふさわしい人材」

＊そもそも、社会人としての言葉遣いや常識を弁えられることが大切
• 事業所内研修

現在まで「介護員初任者研修」「介護員実務者研修」「介護支援専門
員受験のための勉強会」「国際生活機能分類（ICF)の勉強会（4年前
から継続）及びICFの考え方に則った個別の表の作成とそれに則った
介護計画の作成」「介護計画に則った介護が提供されている事を
日々のミィーティングで確認」

• 事業所内外研修
研修事業への参加「虐待防止」「BCPの考え方に沿った危機管理」「食品衛
生」「医療連携」等

以上の継続的研修が不可欠という立場の堅持

なぜ研修を重視するのか

１．給与水準は、現状でも、全国的な水準に達している。

２．厚生労働省が進める給与水準改善（処遇改善）計画は、介護の
「質」の改善と研修を密接に結びつけている。

３．給与増だけが介護職の定着につながらない現実（経験）。＊「介
護」のやりがいは、給料以外のところにもある。
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こころのホームの給与水準

•月給・常勤（常勤職４名の平均 男性１名、女性３名 平均年齢 ４０
歳台）

給与平均 272,051円（2018年1月から12月まで ＊責任者除く）

年収 3,264,629円

以下の「厚生労働省 平成２９年度介護従事者処遇状
況等調査結果」から、全国比較を実施

認知症GH介護職員の平均給与(月給・常勤の場合)

１ユニット(９名以下)で 267,570円
２ユニット（10名から18名）で 269,480円
こころのホーム 272,051円

認知症GH介護職員の平均給与

社会福祉法人 284,650円
営利法人 257,860円
こころのホーム 272,051円

認知症GH介護職員の平均給与 勤続年数別

勤続1年以内で¥245,730 勤続18年で¥335,330

⇒ 長く務めても、それほど給料が変わらない面がないか
（谷井注）
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認知症GH介護職員の平均給与
性別・年齢別

男性 29歳以下 ¥251,450 40歳～49歳 ¥300,300

⇒男性にとって、年齢とともに給与が増えるとはいい
難いのではないか（谷井注）

介護職の平均給与（管理者と非管理者）

管理者の平均給与 ¥327,700
非管理者の平均給与 ¥260,230

⇒責任をとっても給料が増えない（積極的に責任を取る動機
づけを持ちにくい面があるのでは） （谷井注）

認知症GH介護職員の平均給与 保有資格別

初任者研修 255,640円 介護支援専門員 326,270円

⇒資格を持っても、給料に思ったほど反映
されない面がないか（谷井注）

福祉施設介護員の年収 2016年賃金統計基本統計調査から
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まとめると

こころのホーム「ふれない」の「月給・常勤職」の平均月収は、ほぼ全
国的水準（営利法人としては若干高い）

一般職種と比較すると、女性の常勤職としての給与は一定の水準を
確保 しかし、全産業水準では娯楽産業くらいが同等

認知症グループホームの給与体系は、年齢、性別、所有資格、経験
年数、職場における責任等による差異が思ったほど認められず、長く
務めるには展望が得にくい面があり（但し、来年度以降の処遇改善の
内容による）、人材確保は「永遠の課題では？」と思える。

給与以外で、仕事のやりがいを伝えなければ、職員は定着しにくい職
場ではないか？⇒ 仕事のやりがい、仕事しやすさを伝えるこれから
の工夫

加算Ⅰを取得すると

資格取得、職責の担い手
養成を目指す他ない

当事業所
における
取り組みと
一致
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給与改善
に目的が
あり。手当
つまり「資
格」と「業
務内容≒
職責等」が
給与改善
の主な要
因となりう
る。（谷井注）

こころのホーム「ふれない」の
具体的職員募集養成計画

• 2019年3月に募集予定

• 介護職：常勤職5名非常勤職2名

• 目的は、認知症グループホーム再開のため

条件として、富川グロリアホームが振内の地で目指してきた「介護」を理解・
共感される方

具体的内容として、次のことを目指す方

①個別性：一定の基準に基づく利用者さまの理解を基礎に、その方への介
護計画を作成し、実行する②継続性：職員同士の情報共有の重要性を理
解し、共通理解のもとで日々の記録を共有する③発展性：グループホーム
の一員であるとともに、地域の一員として地域活動をともに関わる 及びグ
ロリアホームの理念「公正」「平等」「共有」を大切にすること。
＊前提として、社会人としての言葉遣いや常識の獲得

きずなとの関係について

• 「生活支援ハウスきずな」は、富川グロリアホームの占有物ではなく、
また、富川グロリアホームのみで維持できるものではないと考える。

• 「こころのホーム」と同様、地域の財産としての価値があると思われ
なければ、「振内」においての存在意義を失うと考えています。

•介護を担い続けることのできる人材が、年とともに、特に、地方では
減りつつある中で、富川グロリアホームが、こころのホームやきずな
と「よりよい関わりを続けていく」に地域の人材との協力関係を、実際
的に築いて行きたいと考えており、本日はそのための相談に伺った
と考えている。


